
③モデル構築地方公共団体概要

①調査概要

②実施方針・フロー ④スキームの概要

令和８年度 民間提案型官民連携モデリング事業

【対象施設】 道路 / 橋梁 / 公園 / 上下水道 / 河川 / 港湾 / 遊休施設 / その他（森林等）

【分野】グリーン社会の実現

【タイトル】グリーンインフラの価値の評価・共有によるWell-beingの向上と地方創生（モデル構築地方公共団体：島根県雲南市）
【実施主体】パシフィックコンサルタンツ・ミドリクNbS共同提案体 【事業方式】 コンセッション / その他のPFI / 包括的民間委託  / その他（ ）

調査の目的・内容 森林や里山、河川等のグリーンインフラが有する多様な価値・効果を「見える化」し、地域内外の多様な人に対してデジタルコンテンツを介した

価値・効果の訴求を行うことによって、地域コミュニティや福祉、観光、ブランディングなど地域内外での活用を図るための官民連携モデルの構築を目的とする。

解決したい課題 グリーンインフラが有する価値・効果を市民や来訪者等に共有することで、森林や河川等のグリーンインフラに対する関心や資金を呼び込み、地

域住民のWell-beingの向上や地域経済の活性化、持続的なグリーンインフラの管理・活用につなげることを目的とする。

1．グリーンインフラの多様

な効果の体系的な整理

2．グリーンインフラの多様

な効果の「見える化」

・体験コンテンツ・学習コンテンツの作成

・雲南市内、流域内、大都市圏等における活用方策検討

4．デジタル情報の活用方

策の検討

5．事業モデルの検討 持続的な官民連携モデルの構築に向けた検討・調整

・グリーンインフラの基礎情報の収集・整理

・多様な効果の体系的な整理

2次元マップの作成

・GISデータ等の収集

・マップによる可視化

3次元モデルの構築

・データの計測

・デジタルツインの構築

・グリーンインフラの多様

な効果の定量的な評価

・アンケート調査等による

心理的効果の把握

3．グリーンインフラの多様

な効果の評価

島根県雲南市 人口：約3.6万人、面積：553.18km²

特徴
✓ 高齢化率約40％と人口減少・高齢化が進行
✓ 森林・水系・里山景観など豊かな自然環境を有する
✓ 地域自主組織の活動により課題解決先進地を目指す

解決したい
課題

✓ グリーンインフラが有する価値の市民や来訪者への共有
✓ 地域住民のWell-beingの向上や地域経済の活性化
✓ 森林等の持続的な管理・活用

検討状況
✓ 「うんなんビジョン2025-2034」の策定
✓ 森林情報基盤の構築、林業従事者向けの研修等の実施
✓ ローカルベンチャーの支援

デジタルツイン等を介したグリーンインフラの価値・効果の可視化を通じて、地
域のWell-beingの向上と地域経済の活性化、森林等の持続的な管理等に統
合的に対応する事業スキーム（官民連携モデル）の構築を目指す。

地域ビジョン well-being for all UNNAN （みんなが幸せに暮らせるまち）

グリーンインフラの

価値の可視化・評価

2次元マップ デジタルツイン

・グリーンインフ
ラの分布や機能
の地図化

・価値（気候変動
緩和、水源涵養
等）の定量化

・水の流れや揺ら
ぎを表現した体
験型コンテンツ
の作成

・Well-beingの
向上効果の把握

✓ Well-being向上に資するデジタルコンテンツの作成
✓ グリーンインフラの価値・効果を伝えるストーリーの構築

官民連携

体制
雲南市/地域自主組織/社会福祉協議会/観光協会/ローカルベンチャー

パシフィックコンサルタンツ/ミドリクNbS 等

地域内での活用 地域外での活用

Well-beingの向上

地域自治組織の強化

人材・資金の獲得

地域経済の活性化
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✓ グリーンインフラの価値の訴求

✓ 高齢者や療養中の住民に対する

自然体験機会の提供

✓ グリーンインフラの価値を学ぶ

教育・研修コンテンツの提供

✓ 地域内の回遊の促進

✓ グリーンインフラの防災・減災機

能や水源涵養機能の訴求

✓ 雲南市への訪問動機の創出

✓ デジタルツインデータ・研修プロ

グラムの販売

✓ 地域のブランディング

出典：高解像度土地利用土地被覆
ver25.04(JAXA)

【調査テーマ】3-② グリーンインフラの多様な効果を把握し、「見える化」する手法の開発・普及を図
 る官民連携モデルの構築
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